
県
史
編
さ
ん
の
記
録

《
令
和
四
年
度
》

４
・
18　

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
國
松
善
次
氏
）

５
・
31　

第
一
回
県
史
の
あ
り
方
検
討
懇
話
会

７
・
６　

第
二
回
県
史
の
あ
り
方
検
討
懇
話
会

９
・
１　

第
三
回
県
史
の
あ
り
方
検
討
懇
話
会

12
・
５　

滋
賀
県
史
編
さ
ん
大
綱
（
原
案
）
に
対
す
る
意
見
・
情
報
を
募
集
（
〜
１
・

　
　
　

 

11
）

３
・
１　

滋
賀
県
史
編
さ
ん
大
綱
を
制
定

《
令
和
五
年
度
》

４
・
１　

編
さ
ん
会
議
・
編
集
会
議
を
設
置

５
・
10　

寄
贈
文
書
（
滋
賀
県
職
員
寄
贈
文
書
）
を
受
入
れ

５
・
14　

第
一
回
編
集
会
議

５
・
30　

政
治
・
行
政
（
戦
前
）
部
会

６
・
14　

ミ
ニ
展
示
「
警
察
文
書
か
ら
た
ど
る
大
津
事
件
」（
～
８
・
４
）

７
・
２　

産
業
・
経
済
部
会

７
・
23　

第
二
回
編
集
会
議

８
・
７　

ミ
ニ
展
示
「
東
久
邇
宮
御
成
に
見
る
戦
時
下
の
滋
賀
県
」（
～
９
・
27
）

８
・
10　

政
治
・
行
政
（
戦
前
）
部
会

８
・
23　

寄
贈
文
書
（
滋
賀
県
職
員
寄
贈
文
書
）
を
受
入
れ

８
・
24　

環
境
・
琵
琶
湖
部
会

８
・
31　

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
國
松
善
次
氏
）

９
・
13　

環
境
・
琵
琶
湖
部
会

９
・
20　

教
育
・
文
化
・
民
俗
部
会

９
・
28　

ミ
ニ
展
示
「
滋
賀
県
政
百
年
記
念
事
業
」（
～
12
・
１
）
、
教
育
・
文
化
・
民 

　
　
　

 

俗
部
会

９
・
30　

『
滋
賀
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』 

第
一
四
号
（
第
一
回
県
史
編
さ
ん
だ
よ 

 
 
 
 
 
 
 

り
）
刊
行

10
・
１　

第
三
回
編
集
会
議

10
・
17　

寄
贈
文
書
（
『
行
啓
』
）
を
受
入
れ

10
・
19　

政
治
・
行
政
（
戦
前
）
部
会

11
・
６　

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
國
松
善
次
氏
）

11
・
14　

編
さ
ん
会
議

11
・
19　

第
四
回
編
集
会
議

12
・
４　

ミ
ニ
展
示
「
滋
賀
県
に
お
け
る
社
会
事
業
団
体
―
第
一
次
世
界
大
戦 

 
 
 
 
 
 
 

以
後
―
」（
～
２
・
２
）

12
・
16　

産
業
・
経
済
部
会

１
・
８　

産
業
・
経
済
部
会

１
・
22　

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
國
松
善
次
氏
）
、
県
史
編
さ
ん
企
画
展
「
新
聞 

 
 
 
 
 
 
 

記
事
か
ら
み
た
明
治
の
湖
国
」（
～
５
・
23
）

２
・
５　

ミ
ニ
展
示
「
三
井
寺
と
滋
賀
の
近
代
」（
～
３
・
29
）

２
・
13　

第
五
回
編
集
会
議
（
資
料
編
仮
目
次
を
決
定
）

２
・
28　

県
立
図
書
館
出
張
展
示
（
～
４
・
26
）

３
・
11　

環
境
・
琵
琶
湖
部
会

３
・
12　

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
國
松
善
次
氏
）

３
・
21　

環
境
・
琵
琶
湖
部
会

３
・
31　

『
滋
賀
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第
一
五
号
刊
行
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《
令
和
六
年
度
》

４
・
１　

ミ
ニ
展
示
「
昭
和
三
年
の
滋
賀
県
食
用
蛙
試
食
デ
ー
」（
～
６
・
28
）

４
・
４　

県
広
報
課
文
書
（
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
）
、
寄
贈
文
書
（
屯
田
兵
関
係
書
籍
） 

 
 
 
 
 
 
 

を
受
入
れ

４
・
12　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
「
県
幹
部
職
員
一
覧
」

４
・
27　

県
立
図
書
館
出
張
展
示
（
～
５
・
31
）

５
・
３　

教
育
・
文
化
・
民
俗
部
会

５
・
８　

県
史
の
学
校
教
育
活
用
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

５
・
10　

寄
贈
文
書
（
今
井
紘
一
関
係
文
書
）
を
受
入
れ

５
・
28　

編
さ
ん
会
議

６
・
４　

政
治
・
行
政
（
戦
前
）
部
会

６
・
14　

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
國
松
善
次
氏
）

６
・
23　

第
一
回
編
集
会
議

６
・
28　

県
内
歴
史
公
文
書
等
担
当
者
会
議
（
資
料
目
録
提
供
依
頼
）

７
・
１　

ミ
ニ
展
示
「
鉄
道
・
汽
船
と
長
浜
―
明
治
一
〇
年
代
―
」（
～
９
・
27
）

７
・
１　

寄
稿
「
ウ
シ
ガ
エ
ル
を
食
べ
た
日
」（
『
湖
国
と
文
化
』
一
八
八
号
）

７
・
３　

滋
賀
県
史
研
究
会

７
・
13　

大
阪
歴
史
科
学
協
議
会
例
会
（
公
文
書
館
見
学
会
）

７
・
23　

寄
贈
文
書
（
中
川
家
関
係
文
書
）
を
受
入
れ

７
・
26　

社
会
・
福
祉
部
会

７
・
30　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
「
京
都
新
聞
記
事
目
録
（
一
八
八
一
～
一
九
〇
一 

 
 
 
 
 
 
 

年
）
」

８
・
９　

教
育
・
文
化
・
民
俗
部
会

９
・
２　

環
境
・
琵
琶
湖
部
会

９
・
９　

産
業
・
経
済
部
会

９
・
22　

第
二
回
編
集
会
議

９
・
30　

『
滋
賀
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第
一
六
号
刊
行

10
・
１　

寄
稿
「
鉄
道
と
汽
船
を
結
ん
だ
長
浜
」（
『
湖
国
と
文
化
』
一
八
九
号
）

10
・
４　

社
会
・
福
祉
部
会

10
・
６　

教
育
・
文
化
・
民
俗
部
会

10
・
８　

寄
贈
文
書
（
和
歌
短
冊
）
を
受
入
れ

10
・
９　

松
井
家
文
書
（
米
原
市
）
整
理
協
力
（
～
10
・
10
）

10
・
18　

滋
賀
県
高
等
学
校
等
教
育
研
究
会
で
出
張
講
座

11
・
12　

県
史
講
演
会
「
滋
賀
県
に
お
け
る
近
代
経
済
の
発
展
―
近
江
商
人
の
遺

　
　
　

 

産
―
」（
坂
根
嘉
弘
氏
）

11
・
19　

産
業
・
経
済
部
会

12
・
８　

第
三
回
編
集
会
議

12
・
13　

社
会
・
福
祉
部
会

12
・
17　

教
育
・
文
化
・
民
俗
部
会

12
・
21　

浅
井
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
で
出
張
講
座

12
・
22　

第
四
回
編
集
会
議

１
・
８　

県
立
図
書
館
出
張
展
示
（
～
２
・
25
）

１
・
27 

 

県
史
編
さ
ん
企
画
展
「
大
正
時
代
の
出
発
と
湖
国
の
発
展
―
新
聞
で

 
 
 
 
 
 
 

た
ど
る
文
化
・
社
会
―
」（
～
４
・
24
）

２
・
16　

第
五
回
編
集
会
議

２
・
27　

政
治
・
行
政(

戦
前)

部
会
、
産
業
・
経
済
部
会

３
・
７　

松
井
家
文
書(

米
原
市
）
整
理
協
力

３
・
14　

環
境
・
琵
琶
湖
部
会

３
・
28　

環
境
・
琵
琶
湖
部
会

３
・
31　

『
滋
賀
県
史
研
究
』
創
刊
、『
滋
賀
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第
一
七
号
刊
行
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『
滋
賀
県
史
研
究
』
の
編
集
等
に
関
す
る
要
綱

１　

目
的

 
 
 

こ
の
要
綱
は
、
滋
賀
県
立
公
文
書
館
（
以
下
「
公
文
書
館
」
と
い
う
。
）
が 

　

刊
行
す
る
『
滋
賀
県
史
研
究
』
の
編
集
等
に
関
し
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め　

 

　

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２　

『
滋
賀
県
史
研
究
』
刊
行
の
目
的

 
 

　

『
滋
賀
県
史
研
究
』
は
、
滋
賀
県
の
近
現
代
史
に
関
す
る
研
究
成
果
を
公
表  

　

し
、
県
史
の
水
準
の
向
上
と
、
地
域
史
研
究
の
進
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的 

　

と
す
る
。

３　

編
集
会
議

 
 
 
 

『
滋
賀
県
史
研
究
』
の
企
画
や
査
読
等
、
編
集
に
関
わ
る
重
要
な
任
務
を
行 

　

う
た
め
、
公
文
書
館
長
の
も
と
に
滋
賀
県
史
研
究
編
集
会
議
（
以
下
「
編
集 

　

会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。
編
集
会
議
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
と
す
る
。

　
　

(

１)
 

編
集
会
議
の
編
集
委
員
長
は
、
滋
賀
県
史
編
集
委
員
長
を
も
っ
て 

　
　
　
　

充
て
る
。

　
　

(

２)
 

編
集
会
議
の
委
員
は
、
滋
賀
県
史
編
さ
ん
編
集
会
議
設
置
要
綱
に 

　
　
　
　

定
め
る
副
編
集
委
員
長
お
よ
び
委
員
で
構
成
す
る
。

４　

掲
載
す
る
論
文
の
種
類

　
　

『
滋
賀
県
史
研
究
』
が
掲
載
す
る
の
は
、
令
和
五
年
三
月
策
定
の
「
滋
賀 

　

県
史
編
さ
ん
大
綱
」
第
四
に
記
載
の
県
史
の
対
象
に
関
す
る
論
考
で
、
論
文 

　

の
ほ
か
、
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
紹
介
、
研
究
展
望
・
時
評
、
書
評
・
報
告
等
（
以 

　

下
「
論
文
等
」
と
い
う
。
）
を
含
む
も
の
と
す
る
。

５　

論
文
等
を
発
表
で
き
る
者

　
　

『
滋
賀
県
史
研
究
』に
論
文
等
を
発
表
で
き
る
者
は
、以
下
の
通
り
と
す
る
。

　
　

（
１
）
論
文
等
を
投
稿
し
、
編
集
会
議
が
審
査
の
う
え
掲
載
を
認
め
た
者
。 

　
　
　

 
 

な
お
、
投
稿
に
関
す
る
規
定
は
、
別
に
定
め
る
。

　
　

（
２
）
編
集
会
議
が
執
筆
を
依
頼
し
た
者

６　

庶
務

　
　

『
滋
賀
県
史
研
究
』
の
編
集
等
に
関
す
る
庶
務
は
、
公
文
書
館
職
員
が
担　

 

　

当
す
る
。

『
滋
賀
県
史
研
究
』
執
筆
要
領

１　

原
稿
の
判
型
は
Ａ
四
判
、
縦
書
き
と
し
、
完
全
原
稿
（
電
子
媒
体
）
を
提  

　

出
す
る
。

２　

原
稿
に
は
申
し
込
み
用
紙
（
書
式
は
任
意
）
を
付
し
、
次
の
事
項
を
明
記 

　

す
る
。

　

（
１
）
投
稿
者
の
氏
名
（
和
文
お
よ
び
英
文
）

　

（
２
）
投
稿
者
の
所
属

　

（
３
）
投
稿
者
の
住
所
お
よ
び
連
絡
方
法
（
電
話
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
ア
ド 

　
　

レ
ス
）

　

（
４
）
投
稿
原
稿
の
種
類
（
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
資
料
紹
介
、
研
究
展
望
・ 

　
　

時
評
、
書
評
・
報
告
等
）

　

（
５
）
原
稿
の
題
名
（
和
文
お
よ
び
英
文
）

３　

本
文
の
文
体
は
簡
潔
で
分
か
り
や
す
い
口
語
体
を
用
い
る
。
句
読
点
は 

　

「
、
」
「
。
」
を
使
用
す
る
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
新
仮 

　

名
遣
い
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
名
・
人
名
・
史
料
用
語
な
ど
は
そ
の
限
り
で 

　

は
な
い
。

４　

本
文
中
の
書
名
、
誌
名
は
二
重
か
ぎ
括
弧
（
『
』
）
、
雑
誌
論
文
名
、
記
事 

　

名
は
か
ぎ
括
弧
（
「
」
）
で
つ
つ
む
。
欧
文
書
名
お
よ
び
誌
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク 
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体
と
す
る
。

５　

註
は
本
文
中
の
当
該
箇
所
の
末
尾
に
（
１
）
、
（
２
）
の
よ
う
に
示
し
、
文 

　

末
に
ま
と
め
て
掲
載
す
る
。
記
入
例
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。

　

（
１
）
日
本
語
文
献

　
　
　

（
本
） 　

滋
賀
県
立
公
文
書
館
編
『
歴
史
公
文
書
が
語
る
湖
国
』
（
サ 

　
　
　
　
　
　

 
 

ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
、
四
〇
～
四
一
頁
。

　
　
　

（
論
文
）  

大
月
英
雄
「
明
治
初
期
の
備
荒
貯
蓄
と
民
間
社
会
：
滋
賀
県               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
事
例
を
中
心
に
」（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
六
六
号
、
二
〇
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
年
、
五
三
～
五
四
頁
）
。

 
 
 

（
２
）
外
国
語
文
献

 
 
 
 
 
 

（
本
）  

 
 
J
e
n
k
i
n
s
o
n
,
H
i
l
a
r
y
,
 
A
 
M
a
n
u
a
l
 
o
f
 
A
r
c
h
i
v
e
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
,
 
L
o
n
d
o
n
,
 
L
u
n
d

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
H
u
m
p
h
r
i
e
s
,
 
1
9
6
5
,
 
p
.
2
3
.

 
 
 
 
 
 

（
論
文
）  

C
o
o
k
,
 
T
e
r
r
y
,
 ‘

E
v
i
d
e
n
c
e
,
 
m
e
m
o
r
y
,
 
i
d
e
n
t
i
t
y
,
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
n
d
 
c
o
m
m
u
n
i
t
y
:
 
f
o
u
r
 
s
h
i
f
t
i
n
g
 
a
r
c
h
i
v
a
l
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
p
a
r
a
d
i
g
m
s
’
,
 
A
r
c
h
i
v
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
v
o
l
.
 
1
3
,
 
2
0
1
3
,
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
p
p
.
 
9
8
-
9
9
.

６　

図
・
表
・
写
真
は
別
紙
・
別
フ
ァ
イ
ル
と
し
、
種
類
別
の
通
し
番
号
お
よ
び  　

 

　

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、
掲
載
場
所
を
必
ず
記
す
。
挿
入
位
置
は
、
本
文
中
に
［　

］ 

　

で
［
こ
こ
に
図
一
を
挿
入
］
の
よ
う
に
示
す
。

７　

画
像
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
印
刷
可
能
な
明
瞭
な
も
の
と
す
る
。
モ
ノ
ク 

 
 

ロ
、
カ
ラ
ー
共
に
解
像
度
三
五
〇
ｄ
ｐ
ｉ
以
上
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

８　

論
文
に
使
用
す
る
図
・
写
真
等
は
、
執
筆
者
に
お
い
て
著
作
権
所
有
者
の
許 

 
 

諾
を
得
た
上
で
投
稿
す
る
。

『
滋
賀
県
史
研
究
』
投
稿
要
領

 
 

滋
賀
県
立
公
文
書
館
は
、
以
下
の
要
領
で
『
滋
賀
県
史
研
究
』
に
掲
載
す
る
論  

文
等
の
投
稿
を
受
け
付
け
ま
す
。

１　

投
稿
で
き
る
者
の
範
囲

 
 
 
 

『
滋
賀
県
史
研
究
』
は
、
投
稿
す
者
の
国
籍
、
年
齢
、学
歴
、
所
属
を
問
い
ま
せ    

 
 

ん
。

２　

投
稿
で
き
る
原
稿
の
種
類
と
分
量

 
 
 
 

投
稿
で
き
る
原
稿
の
種
類
と
分
量
は
、
原
則
と
し
て
以
下
の
通
り
と
し
ま 

 
 

す
。

 
 
 
 

（
１
）
論
文
…
二
万
四
〇
〇
〇
字
以
内

 
 
 
 

（
２
）
研
究
ノ
ー
ト
…
一
万
六
〇
〇
〇
字
以
内

 
 
 
 

（
３
）
資
料
紹
介
…
一
万
六
〇
〇
〇
字
以
内

 
 
 
 
(

４)

研
究
展
望
・
時
評
…
一
万
二
〇
〇
〇
字
程
度

 
 
 
 

（
５
）
書
評
・
報
告
等
… 

一
五
〇
〇
字
以
上
六
〇
〇
〇
字
以
内

　
　

な
お
、
図
表
や
写
真
な
ど
は
、
い
ず
れ
の
種
類
の
原
稿
に
お
い
て
も
字
数 

　

に
含
め
て
計
算
し
、
全
体
の
二
割
以
内
に
収
め
て
く
だ
さ
い
。

３　

投
稿
の
方
法

　
　

投
稿
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
公
文
書
館
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
、
電
子 

　

媒
体
の
原
稿
お
よ
び
次
の
必
要
事
項
を
記
し
た
申
し
込
み
用
紙
（
書
式
は
任 

　

意
）
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
原
稿
の
〆
切
は
、
毎
年
八
月
末
日
と
し
ま
す
。

　

必
要
事
項

　
　

（
１
）
投
稿
者
の
氏
名

　
　

（
２
）
投
稿
者
の
所
属
・
肩
書

　
　

（
３
）
投
稿
者
の
住
所
お
よ
び
連
絡
方
法
（
電
話
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
ア
ド 

　
　
　
　

レ
ス
）

─102─



　
　

（
４
）
投
稿
原
稿
の
種
類

　
　

（
５
）
原
稿
の
題
名
（
和
文
お
よ
び
英
文
）

４　

投
稿
原
稿
の
審
査

　
　

投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
採
否
は
、
編
集
会
議
に
お
い
て
審
査
し
、
決
定
し
ま　

  

　

す
。
な
お
、
編
集
会
議
が
認
め
た
場
合
は
、
論
文
内
容
の
表
現
の
修
正
、
お 

　

よ
び
原
稿
の
種
類
の
変
更
を
依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５　

著
作
権
等
に
つ
い
て

　
　

『
滋
賀
県
史
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
著
作
者
に
帰
属 

　

し
ま
す
。た
だ
し
、本
誌
の
増
刷
お
よ
び
電
子
化
等
の
二
次
利
用
に
つ
い
て
は
、 

　

編
集
会
議
の
判
断
に
従
う
も
の
と
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
掲
載
さ
れ
た
原
稿
は
、
滋
賀
県
立
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

　

公
開
し
ま
す
。
著
作
者
は
、
こ
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
承
諾
す
る
も
の
と
し 

　

ま
す
。

６　

校
正
に
つ
い
て

　
　

著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
第
二
校
（
再
校
）
ま
で
と
し
ま
す
。

７　

謝
礼
等
に
つ
い
て

　
　

刊
行
時
に
、
抜
き
刷
り
を
二
〇
部
贈
呈
し
ま
す
。
投
稿
さ
れ
た
原
稿
に
は
、　

 

　

原
則
と
し
て
原
稿
料
は
支
払
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
当
館
か
ら
原
稿
を
依
頼
し 

　

た
場
合
は
、
四
〇
〇
字
あ
た
り
五
〇
〇
円
を
支
払
う
こ
と
と
し
ま
す
。

８　

照
会
先

　
　

『
滋
賀
県
史
研
究
』
の
投
稿
に
関
し
て
不
明
な
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
以
下 

　

に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

　
　

〒
五
二
〇-

八
五
七
七　

滋
賀
県
大
津
市
京
町
四
丁
目
一-

一

　
　

滋
賀
県
立
公
文
書
館

　
　

電
話
：
〇
七
七-

五
二
八-

三
一
二
二

　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：a

r
c
h
i
v
e
s
@
p
r
e
f
.
s
h
i
g
a
.
l
g
.
j
p
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《
編
集
後
記
》

　

令
和
六
年
三
月
か
ら
、
県
民
の
皆
様
を
含
め
全
国
に
広
く
投
稿
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
幸
い
一
二
本
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
編
集
会
議
に
よ

る
厳
正
な
査
読
を
経
て
、
創
刊
号
で
は
そ
の
う
ち
優
れ
た
も
の
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
実
証
の
手
続
き
や
論
旨
、
わ
か
り
や
す
い
文
章
等
、
本
号
を
参
考
に
さ
れ

て
、
来
年
度
以
降
も
奮
っ
て
御
投
稿
下
さ
い
（
伊
藤
之
雄
）
。

令
和
六
年
度　

編
集
会
議
委
員

　

編
集
委
員
長　

伊
藤 

之
雄
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　

委　
　
　

員　

香
川 

雄
一
（
滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

小
林 

丈
広
（
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

坂
根 

嘉
弘
（
広
島
修
道
大
学
教
授
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

田
中 

智
子
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

森 

裕
城
（
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

森 

靖
夫
（
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
）
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